
奈良時代
クロスワード
～荷札木簡編～

2：サメは〇〇〇〇という製品に加工されました。

タテ
こめ りょう はか もくせい どうぐ もっかん さいリよう

1 ：米などの量を計る木製の道具。木簡を再利用してつくることも。
わかさ つみ さち

3：若狭の海の幸がとれるところ。
なら きゅうこく欧ヽ

4：奈良の旧国名。国のまほろばの地です。
みまさか じょうもんじん

5 ：美作国から運ばれた税のひとつ。縄文人も食べていた萩の森薇。
とうき ― 土2 さいたま
7 ：東示や埼玉の旧国名。東京スカイツリーの高さ634mもここから。

9 ：癸習癸菫の蔀こがあったところ。

10：古代の男の子の髪型。00まき。
しまねけん しょとっ

12：島根県にある諸島。古代では一つの国でした。
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ョコ
せいひん かこう

びぜん ちょう にえはんとうめい

5 ：備前国からの調や贄。半透明な生物。
いねか

6 ：稲刈りに必要な道具。平城宮跡からも出土しています。
たいへい←う たがはう

7 ：太平洋に面した東山道の大きい国。北方の要の地で、多賀城があります。
ひんきゅうもんどうか

8：税を取り立てる姿が貧窮問答歌に歌われています。里長と書きます。
なると っずしお

10：ワカメの産地の旧国名。いまもむかしも名産地。鳴門の渦潮が有名。

11：塩を丁寧にいうと？
はっくつげんば

13：発掘現場の説明会、略して0000は、奈文研が平城宮跡で開催したのが始まりです。
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タテ
こめ リょう はか もくせい どうぐ もっかん さいりよう
1 ：米などの量を計る木製の道具。木簡を再利用してつくることも。わかさ うみ さち
3 ：若狭の海の幸がとれるところ。
なら きゅうこくめい
4 ：奈良の旧国名。国のまほろばの地です。
みまさか じょうもんじんた あきみかく
5 ：美作国から運ばれた税のひとつ。縄文人も食べていた秋の味覚。

7 ：寛景ゃ藷呈の旧国名。東京スカイツリーの高さ634mもここから。

9 ：癸普癸菫うの廊こがあったところ。

10：古代の男の子の髪型。00まき。
しまねけん しょとっ
12：島根県にある諸島。古代では一つの国でした。
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ョコ せいひん かこう
2 ：サメはこの製品に加工された。
びぜん ちょう にえはんとうめい
5 ：備前国からの調や贄。半透明な生物。
いねか
6 ：稲刈りに必要な道具。平城宮跡からも出土しています。
加へい←う たがはう
7 ：太平洋に面した東山道の大きい国。北方の要の地で、多賀城があります。

ひんキゅうも妥うか
8 ：税を取り立てる姿が貧窮問＝歌に歌われています。里長と書きます。なると っずしあ
10：ワカメの産地の旧国名。いまもむかしも名産地。鳴門の渦潮が有名。

1 1：塩を丁寧にいうと？
はっくつげんば
13：発掘現場の説明会、略して0000は、奈文研が平城宮跡で開催したのが始まりです。


